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維持管理を考慮した近家トンネル（一般国道５６号）の計画について 
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                                  工務第二課 七條 敏郎 
１．はじめに 
 近家トンネル（仮称）は大洲河川国道事務所で事業を進めている一般国道 
56 号宇和島道路のうち、岩松 IC（仮称）～津島 IC（仮称）間に完成 2 車線 
で計画している延長約１，８００ｍの道路トンネルである。 

本トンネルの設計にあたって、幾つかの課題があったなか、本稿では、終 
点側坑口部における問題と検討結果について記載する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．近家トンネル終点側坑口について 
 道路予備設計ではトンネル延長を短くするため、坑

口を山側に追い込み、大規模な切り土法面が発生して

いた。また、坑口付近に位置する市道は橋梁で付け替

える計画としていた。（図―１） 
坑口位置の検討では、予備設計を原案とし、トンネ

ル坑口を延長し切土構造を無くする案、さらには、ト

ンネル上部に市道を付け替えられる位置までトンネル

を延長し架替橋梁を無くする案と、各案について比較   
検討を行うこととした。 

まず、原案では、トンネル延長は短くなるものの、

坑口位置を地山内に深く追い込み、トンネル掘削時の斜面の安定性の懸念があること、また、坑口部

には、渓流があり当該箇所において大規模な切土を行うことは、渓流対策としても適切でなく、景観

性、維持管理性についても問題があると判断した。 
 第２案は、現案よりトンネル延長を２６ｍ延長し、切土法面を発生させない位置とした。これによ

り、本体工の費用は増大するものの、法面工をはじめとする費用の削減が可能となる。しかし、トン 
ネル坑口付近に存在する市道は橋梁で付け替える必要があり、当該費用はもとより、景観上の問題も 
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表－１ 終点側抗口比較表 
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残っている。 
 第３案は、さらに１５ｍトンネルを延長、現市道をトンネル上で付け替えることの出来る位置をコ

ントロールし抗口位置を設定することとした。 
当案においても案２同様、地山の改変はほとんど伴わない。かつ、抗口を前に出したことにより当該

箇所に存在する渓流対策についても最も有利となる。さらに、トンネル坑口前面に橋梁を作る必要が

無いため、トンネル本体工の費用増加を橋梁費用の削減で補うことができ、周辺環境と調和した、良

好な景観とすることが可能となる。各案の比較表を表―１に示す。 

３．さいごに 
従来トンネル設計においては、初期投資を削減することに重点が置かれ、山側に坑口を追い込むこ

とでトンネル延長を短くし、切り土法面を発生させる傾向にあった。個別案件では、切土の発生が避

けられないものもあるが、地山の改変を最小に押さえることが、維持管理上は好ましい。今後は、過

去に工事を行った各トンネルについて、構造と地山等の改変によって維持管理上どのような問題が発

生し、必要になった維持費用等について、データを蓄積し、設計計画に反映していくことが、望まれ

る。 


